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テレビアーカイブとしての「水俣」
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1 NHKニュース 水俣病　漁業への後遺症 1959年８月26日 3 00：17 5
2 NHKニュース 水俣病家庭互助会　チッソの門前に座り込み 1959年12月15日 8 00：41 5,8
3 NHKニュース 阿賀野川の水銀中毒は工場廃水が原因　厚生省特別研
究班
1967年４月18日 5 00：34 8
4 NHKニュース 水俣病患者とチッソの直接交渉　話し合い進まず 1973年３月24日 5 00：32 10
5 NHKニュース 座り込みの水俣病患者を機動隊が実力排除　環境庁 1978年３月19日 6 00：40 12
6 NHKニュース 水俣病二次訴訟控訴審判決　原告が勝訴　～福岡地裁
～
1985年８月16日 6 00：33 12
7 NHKニュース 水俣病　和解勧告 1990年11月５日 16 01：28 4,10
8 NHKニュース 北川環境庁長官　水俣市を視察　山内環境庁企画調整
局長は自殺
1990年12月５日 8 01：05 10
9 NHKニュース 水俣病東京訴訟の判決は行政責任を認めず　東京地裁 1992年２月７日 5 00：36 10
10 NHKニュース 水俣病患者の救済問題　最終解決案の提示へ　与党政
策調整会議
1995年９月28日 4 00：24 10
11 NHKニュース 水俣病患者の救済問題で最終解決案を提示　環境庁 1995年９月29日 2 00：14 10
12 NHKニュース 水俣病問題　大島環境庁長官が水俣を訪れる 1995年９月30日 1 00：11 4
13 村の記録 その後の水俣病（熊本） 1961年11月12日 3 00：25 8
14 特集ドキュメ
ンタリー
水俣の17年 1972年３月26日 6 01：26 5,8,10
15 特別番組 村野タマノの証言～水俣の17年～ 1972年10月21日 7 01：38 6,8
16 ドキュメンタ
リー
わが内なる「水俣」～告白的医師論～ 1973年３月23日 3 00：44 8,10
17 ドキュメンタ
リー
埋もれた報告～熊本県公文書の語る水俣病～ 1976年12月18日 10 01：30 5















































引用の＜意味＞には二つある。一つはその＜意味作用の価値 savaleur de signification＞であり，
引用文をそれが引用であると考えなければ，その文の意味は普通の文の意味と同じものと仮定でき
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付記
　本稿は，NHKアーカイブス・トライアル研究の第１期（2010年３～８月）として採択された「テレビ番
組アーカイブによるメディア環境における『水俣』の記録と記憶にかんする研究」，および第２期（2010
年９月～2011年８月）として採択された「テレビ番組アーカイブによる『水俣』のアクチュアリティと歴
史性にかんする研究」の成果の一部である。約１年半の間，この研究をサポートしてくださったNHKアー
119
テレビアーカイブとしての「水俣」
カイブスのスタッフのみなさんには，心からの謝意を表したい。
　この研究は，NHKアーカイブスが所蔵している番組や素材を，同施設内に設置された専用ブースで閲覧
するという方法で進められた。番組などの閲覧は可能であるが，媒体の貸し出し，施設外への帯出はもと
より，ダビングも認められていない。そのため，例えば，撮影された人物や場所，出来事や状況などを当
事者や関係者に確認し，公共的記録としてのテレビ映像の可能性を明らかにし，アーカイブの公共性の向
上に資することを目指す研究にとっては重大な制約が課せられた。また，本稿を一読すれば分かるように，
トライアル研究の成果といいながら，その論文としての取りまとめ方，公表の仕方にも大きな制約が生じ
ている。放送番組の学術利用を謳いながら開始されたトライアル研究にして，こうした致命的な問題点を
抱えていることを，今日のわが国のテレビ／アーカイブ研究が直面する状況としてとくに強調して記して
おきたい。
　本稿で引用したすべてのNHKの番組映像は，NHKアーカイブスが所蔵するものではなく，放送された番
組を何らかのかたちで収録したものからキャプチャーし，引用している。また，熊本放送の番組映像は，研
究，教育を目的とする利用のために，同社から媒体に収めて提供されたものから引用している。公共的記録
としてのテレビ番組の利用にかんする熊本放送の高い見識を，ここでとくに明記し，確認しておきたい。
　引用した番組のテクスト，および図像等は，著作権法第32条に定められた「報道，批評，研究その他の
引用の目的上正当な範囲で行われる」引用に該当するものと判断し，著作権者の許諾は，これをとくに必
要ないものと判断した。
（小林直毅）
